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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

遊
休
農
地
解
消
へ
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　
黒
潮
町
農
業
委
員
会
（
井
上
道
明
会

長
、
委
員

２０
人
）
は
、

１０
月

１９
日
、
今

年
度
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
町

内
の
農
用
地
区
域
内
を
中
心
に
平
成

２０

年
度
の
耕
作
放
棄
地
実
態
調
査
で
作
成

し
た
図
面
を
も
と
に
、
遊
休
農
地
の
現

況
・
実
態
把
握
や
許
可
案
件
の
履
行
状

況
の
確
認
、
違
反
転
用
・
不
法
投
棄
の

発
見
に
努
め
ま
し
た
。

　
今
後
は
、

１１
月
か
ら

１２
月
に
か
け
て
、

町
内
を
５
地
区
に
分
け
、
担
当
地
区
を

農
業
委
員
が
交
代
で
事
務
局
職
員
と
共

に
巡
回
調
査
し
ま
す
。

　
今
後
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
遊
休

農
地
の
所
有
者
に
対
し
て
、
相
談
や
あ

っ
せ
ん
、
有
効
活
用
な
ど
に
取
り
組
み
、

解
消
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

★
視
察
研
修
（
８
月
３０
日
〜
３１
日
）

　
「
耕
作
放
棄
地
の
解
消
」
に
向
け
た

取
り
組
み
の
視
察
を
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
愛
媛
県
西
条
市
の
遠
赤

青
汁
株
式
会
社
を
視
察
。
同
社
は
、
平

成
４
年
か
ら
耕
作
放
棄
地
を
借
り
入
れ

て
、
農
地
と
し
て
再
生
さ
せ
、
ケ
ー
ル

を
有
機
栽
培
し
、
さ
ら
に
青
汁
に
加
工

し
て
販
売
し
て
ま
し
た
。
近
年
、
青
汁

の
市
場
は
飽
和
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

有
機
栽
培
ケ
ー
ル
を
原
料
と
し
た
化
学

成
分
を
含
ま
な
い
無
香
料
の
石
鹸
や
化

粧
品
を
開
発
し
、
ニ
ン
ニ
ク
加
工
品
の

製
造
施
設
を
整
備
す
る
な
ど
、
耕
作
放

棄
地
を
活
用
し
た
ニ
ン
ニ
ク
や
ケ
ー
ル

の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま

で
に
約

１６
ｈａ
の
耕
作
放
棄
地
を
借
り
入

れ
し
、
約

１４
ｈａ
で
ケ
ー
ル
や
ニ
ン
ニ
ク

の
有
機
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
工
場
で
説
明
を
受
け
た
後
、
耕
作
放

棄
地
と
耕
作
放
棄
地
解
消
地
の
現
地
を

視
察
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
広
島
県
と
愛
媛
県
の
県

境
、
瀬
戸
内
海
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す

る
愛
媛
県
上
島
町
農
業
委
員
会
を
視
察

し
、「
町
ぐ
る
み
で
行
う
放
棄
地
の
解

消
に
向
け
た
取
り
組
み
」
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
上
島
町
の
農
業
は
、
温
暖
な
気
候
と

島
特
有
の
傾
斜
地
が
多
い
こ
と
な
ど
の

立
地
特
性
か
ら
、
柑
橘
栽
培
が
中
心
の

農
業
生
産
が
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
レ

モ
ン
栽
培
は
昭
和

５７
年
か
ら
「
青
い
レ

モ
ン
の
島
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

栽
培
普
及
に
努
め
、
一
方
で
農
産
物
の

生
産
・
販
売
・
加
工
を
行
う
第
３
セ
ク

タ
ー
を
設
立
し
、
レ
モ
ン
を
加
工
し
た

果
汁
や
ジ
ャ
ム
、
ケ
ー
キ
な
ど
の
特
産

品
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

▼
非
営
利
活
動（
Ｎ
Ｐ
О
）法
人
豊
か
な

島
の
食
「
岩
城
農
村
塾
」

　
町
へ
の
移
住
希
望
者
の
相
談
窓
口
の

体
制
整
備
を
行
う
と
共
に
島
の
農
漁
業

を
地
域
資
源
と
し
て
捉
え
、
体
験
す
る

「
島
暮
ら
し
」
を
通
じ
て
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
、
住
民
が
そ
れ
ら
の
活
動
に
参
画
す

る
こ
と
に
よ
り
、
Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー

ン
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
島
で
生
活

す
る
若
者
を
増
や
し
て
活
力
増
進
に
つ

な
が
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

▼
株
式
会
社
「
し
ま
の
会
社
」

　
農
民
が
出
資
者
と
な
っ
て
株
式
会
社

を
設
立
し
て
、
島
の
魅
力
を
情
報
発
信

す
る
場
と
し
て
「
し
ま
で
カ
フ
ェ
」
を

運
営
し
、
島
の
資
源
を
活
か
し
た
商
品

開
発
や
島
の
人
々
の
困
り
ご
と
を
お
助

け
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
遊
休
化
し
た
農
地
を
生
産
の
最
前
線

に
復
帰
さ
せ
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
た
研
修
で
し
た
。

　○
お
問
い
合
わ
せ
　

　
農
業
委
員
会
　

蕁
４
３
―
１
８
８
８（
直
通
）

農
業
委
員
会
だ
よ
り


